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はじめに 

 

 本法人は、令和 3 年度から令和７年度までの 5 年間、「中期計画 2025」に基づき、

経営基盤の安定化、地域福祉への貢献、ガバナンスの強化を柱として、市民福祉の向上に

取り組んできました。 

しかしながら、計画期間中は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業稼働率の

低下と収入減が続きました。加えて、物価高騰や人件費上昇、深刻な人材不足など、経営

環境は大きく変化しており、社会福祉法人を取り巻く環境は、これまで以上に厳しさと

不確実性を増しています。 

 

このような状況下においても、本法人が目指すべき方向性の道標となるのが、北九州

市福祉事業団の「経営方針」です。 

具体的には、 

【サービスの視点】 

ご利用の皆様の視点に立ち、安心・安全で質の高いサービスを提供します。 

【人材の視点】 

組織力、人材力を強化するとともに、働きがいのある明るい職場づくりを目指します。 

【財務の視点】 

持続的発展を図るため、安定した経営基盤を確立します。 

の三つの視点を掲げています。 

 

これらは単なる目標ではなく、法人の基本理念を具体的な経営行動へと結びつける実

践指針であり、すべての事業活動の土台となるものです。 

本計画「中期経営計画 2030」は、この経営方針を根幹に据え、その実現をより確か

なものとするための戦略的実行計画として策定するものです。 

そのうえで、基本テーマを「利用者ファースト×職員ファースト」と定め、利用者ファ

ーストの経営を最上位目標としつつ、それを支える職員が安心して働き、成長できる環

境を整備することで、質の高いサービスと持続可能な経営の両立を図ります。 

さらに、ICT・DX の活用による業務改善や生産性向上、安定した経営基盤の確立、計

画的な施設整備、KPI による進捗管理などを通じて、経営方針を具体的な成果へと結び

つけていきます。 

 

本計画を着実に推進することにより、市民に信頼され、利用者にも職員にも選ばれ続

ける法人として、法人スローガンである「一人ひとりの笑顔のために」の実現に貢献して

まいります。 

 

  



 

 

 

　【 サービスの視点 】
　    北九州市福祉事業団は、基本理念の実現を

　１　ご利用の皆様の視点に立ち、     目指して、ここに行動規範を定めます。
　　  安心・安全で質の高いサービスを 　    私たちは、この行動規範を共有し、職業人と
　　　提供します。     しての自覚と責任を持ち、 一人ひとりの幸せの

    実現のために行動します。

　【 人材の視点 】
 １　ご利用の皆様一人ひとりを大切にします｡　　

　２　組織力、人材力を強化するとともに、
　　　働きがいのある明るい職場づくりを  ２　高い倫理性を持って行動します。

　　　目指します。

 ３　専門的知識・技術の向上を目指します。

　【 財務の視点 】  ４　地域社会との連携を大切にします。

　３　持続的発展を図るため、  ５　法令及び社会的ル－ルを守ります。

　　　　安定した経営基盤を確立します。

社会福祉法人 北九州市福祉事業団

基　本　理　念　体　系　

 経　　営　　方　　針 行　　動　　規　　範

　 北九州市福祉事業団は、
       人と知識と技術を結集して
       一人ひとりの幸せを大切にする社会づくりに貢献します。

 ースローガンー

行　　動　　規　　範経　　営　　方　　針

基本理念

一人ひとりの笑顔のために
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職員が安心して働き、成長し、   結果として  ・利用者満足度の向上 

誇りをもって利用者と向き合える         ・安全・安心なサービス提供 

職場環境を整備                      ・質の高い支援 
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 

 
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 

 

 

 

（8）進捗管理体制と経営管理の強化 

(2) 人財の確保・育成・定着 

(3) 法人ブランド力・広報力の

強化 

(4) 管理監督者のマネジメント

力向上 

(5) ICT・業務改善による生産性

向上 

(1) サ ー ビ ス の

質 確 保 と 利 用 者

支援の高度化 
 

(6) 安 定した 経営

基盤の確立 

(7) 施 設・設 備の

計画的整備 
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